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2000倍 ○ ○
希釈倍数使用量「2000倍」，使用方法「散布」のみ
採用

2500倍 ○ 使用方法「散布」のみ採用

1000倍 ○ 使用方法「散布」のみ採用

1B ＭＥＰ スミチオン粉剤３ＤＬ 4kg/10a 収穫21日前まで 2① ○
希釈倍数使用量「4kg/10a」
①ただし出穂前は1回

2000倍 ○ ○ 希釈倍数使用量「2000倍」のみ採用

1000倍 ○ ○

3kg/10a ○ ○

4kg/10a ○ ○

1B マラソン マラソン乳剤 2000倍 収穫7日前まで 5 ○ ○

2000倍 ○ ○

1000～2000倍 ○

無人ヘリコプター　8～16倍，0.8L/10a ○

無人ヘリコプター　16倍，0.8L/10a ○

2B エチプロール キラップ微粒剤Ｆ 3～4kg/10a 収穫14日前まで 2 ○ ○ ○

2B エチプロール キラップ粉剤ＤＬ 3～4kg/10a 収穫14日前まで 2 ○ ○ ○

3A エトフェンプロックス トレボンＥＷ 1000倍 収穫14日前まで 3 ○

3A エトフェンプロックス トレボン乳剤 1000倍 収穫14日前まで 3 ○ 希釈倍数使用量「1000倍」のみ採用

3A エトフェンプロックス トレボン粉剤ＤＬ 4kg/10a 収穫7日前まで 3 ○ ○ ○ 希釈倍数使用量「4kg/10a」のみ採用

3A エトフェンプロックス トレボン粒剤 2kg/10a 収穫21日前まで 3 ○ ○ 希釈倍数使用量「2kg/10a」のみ採用

3A エトフェンプロックス なげこみトレボン 水溶性容器6個/10a 5葉期以降，収穫21日前まで 3 ○ ○ ○ 希釈倍数使用量「水溶性容器6個/10a」のみ採用

4A クロチアニジン ダントツＨ粉剤ＤＬ 3kg/10a 収穫7日前まで 3 ○

4A クロチアニジン ダントツフロアブル 5000倍 収穫7日前まで 3 ○

4A クロチアニジン ダントツ水溶剤 4000倍 収穫7日前まで 3 ○ 使用方法「散布」のみ採用

4kg/10a ○

3kg/10a ○

4A ジノテフラン アルバリン顆粒水溶剤 2000倍 収穫7日前まで 3 ○

4A ジノテフラン アルバリン粉剤ＤＬ 3kg/10a 収穫7日前まで 3 ○ ○ ○

4A ジノテフラン アルバリン粒剤 3kg/10a 収穫7日前まで 3 ○ ○

1B ＰＡＰ エルサン乳剤 収穫7日前まで 2

1B ＭＥＰ スミチオン乳剤 収穫21日前まで 2

2B エチプロール キラップフロアブル 収穫14日前まで 2

1B ＰＡＰ エルサン粉剤２ 収穫7日前まで 2

4A クロチアニジン ダントツ粉剤ＤＬ 収穫7日前まで 3
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4A ジノテフラン スタークル１キロＨ粒剤 1kg/10a 収穫7日前まで 3 ○ 使用方法「散布」のみ採用

4A ジノテフラン スタークルメイト１キロＨ粒剤 1kg/10a 収穫7日前まで 3 ○ 使用方法「散布」のみ採用

1000倍 ○

無人航空機　8倍，0.8L/10a ○

1000倍 ○

無人航空機　8倍，0.8L/10a ○

4A ジノテフラン スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫7日前まで 3 ○

4A ジノテフラン スタークル粉剤ＤＬ 3kg/10a 収穫7日前まで 3 ○ ○ ○

4A ジノテフラン スタークル粒剤 3kg/10a 収穫7日前まで 3 ○ ○

4F フルピリミン エミリアフロアブル 1000倍 収穫7日前まで 2 ○ ○ 使用方法「散布」のみ採用

2000倍 ○ ○ ○ ○

無人航空機　16倍，0.8L/10a ○ ○ ○

4C スルホキサフロル エクシード粉剤ＤＬ 3kg/10a 収穫7日前まで 3 ○ ○

5 スピネトラム ディアナＳＣ 4000～6000倍 収穫7日前まで 2 ○ ○

11A ＢＴ（生菌） エスマルクＤＦ 500～1000倍 発生初期，ただし収穫前日まで - ○

2000～4000倍 ○ ○

無人航空機　16倍，0.8L/10a ○

14 カルタップ パダンＳＧ水溶剤 1500倍 収穫21日前まで 6 ○

14 カルタップ パダン粒剤４ 3～4kg/10a 収穫30日前まで 6 ○

18 テブフェノジド ロムダンゾル 1000倍 収穫21日前まで 2 ○

28 テトラニリプロール ヨーバルシードＦＳ
乾燥種もみ1kgあたり原液10～11mLを塗抹
処理

播種前 1 ○ ○ ○ ○

乾燥種もみ1kgあたり原液4～7mLを塗抹処理 播種前（浸種前） ○ ○

乾燥種もみ1kgあたり原液4～7mLをコー
ティング中またはコーティング後の種もみ
に塗抹処理

播種前（浸種後） ○ ○

1A/1B ＢＰＭＣ／ＰＡＰ エルサンバッサ粉剤２０ＤＬ 4kg/10a 収穫7日前まで 2 ○ 希釈倍数使用量「4kg/10a」のみ採用

1000倍 ○

無人航空機　8倍，0.8L/10a ○

4A
ジノテフラン／ベンズピリモキサ
ン

オーケストラスタークルエアー 1000倍 収穫7日前まで 3 ○ ○ 使用方法「散布」のみ採用

注１）①：ただし出穂前は１回

注２）同名の剤であっても農薬会社によっては登録内容が異なることもあるので，使用する際は農薬の容器（袋）のラベルを確認する。

4A ジノテフラン スタークルメイト液剤１０ 収穫7日前まで 3

4C スルホキサフロル エクシードフロアブル 収穫7日前まで 3

4A ジノテフラン スタークル液剤１０ 収穫7日前まで 3

28 クロラントラニリプロール ルミビアＦＳ 1

11A ＢＴ（生菌） チューンアップ顆粒水和剤 発生初期，ただし収穫前日まで -

3A/4A
エトフェンプロックス／ジノテフ
ラン

スタートレボンＷ１０ 収穫14日前まで 3


